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1 ，は じ めに

　色彩調 和の 観点か ら H 本の 伝統的な配色美 を探

る こ とがこ の 発表の 目的で あ る。 目本 の 伝統的な

配色美は 大 きく 2 つ の 型 に分類 され るだろ う。 1

つ は 陽光の 色彩観で あ り、もう
一
っ が月光的色彩

観 で ある 。 陽光 の 色 彩観 を代表す る もの が 、 日光

束照宮や最繝彩色で ある。月光的色彩観 と して は 、

桂離宮や水 墨画 が考 え られ る 。 矢 代 は 「日本 の 自

然な らびに こ れ を反 映 した る 日本美術の 色彩美 に、

2 つ の 著 しき特色 を発 見す る」 と述 べ 、一方を 「多

彩」、他 方を 「渋味」 と指摘 し て い る
1 ）

。 陽光の 色

彩観を 「多彩」、月光的色彩観を 「渋味」 と言い 換

え るこ ともで きるだろ う。

2 ．自然

　自然 は 、ジ ャ ッ ドやル ー ドを挙げるまで もな く、

「自然 を色彩調 和の 真 の 指標で あ る とす るか な り

有力な学派 があ る」
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と言われ る くらい 配色 の 模

範 とな る もの で あ っ た。南北 に長 く亜 寒帯湿 潤 気

候か ら温帯湿潤気候 に属す 目本列 島は、さま ざま

な地域性 に恵 まれ 、豊 かな 国土 を有 し て い る 。 自

然 の 変化 は 、特 筆す べ き四 季 の 変化 を生む 。そ れ

を木 々 に 見れ ば 、 柔 らか い 新緑 、濃 い 緑、鮮や か

な紅葉、樹氷や雪 に覆われ る臼い 世 界と、四季折 々

の 光景を創 り出す。 またそれ と対応す る気象の 変

化が あ る。 日照 は 過 ぎる で も、足 りぬ で もな く、

地表に降 り注 ぎ 、 水蒸気は雨、雲、雪、霧、靄、

「
  一 一

霞など多くの 現象 を生み 出す 。 そ して 山、川 、湖、

入 り組ん だ海岸線な ど 、 地勢は変化 して 、パ ー
ル ・

バ ッ ク の 1大 地 1 の よ うな見渡す 限 り同 じ風 景 が

続 く均
・『
的な地形 は 、わが国で は見 られない 。山

川草木、そ して陽光 と変化 に富ん だ 景色で あ るか

らこそ美 しい 、豊か な 自然 を実感で きるの で ある。

その よ うな恵まれた 環境 に暮 らす 日本人 の 色彩感

覚に 、 周 囲の 自然が影響 を与える の は 当然の こ と

で あ ろ う。そ こ に は繊細 な色彩感覚が 芽生 え、育

ま れ て きた。赤 と橙や 黄を 区別 す るよ うな大味な

もの で は なく、48 色をは るか に越 える茶色、また

微妙に変化す る グ レ ーに 100 色の ごときもの で あ

る。 い ずれ に し て も、日本 で色 彩を語 る とき、 自

然を抜 きに して語 る こ とはで きない。

3 ．陽光的色彩観

　長崎盛輝著 「色 ・彩飾 の 日本史」
3 ｝

で は、陽光

の 色彩観 とは 多彩で 麗 らか 、 明快で 対比 的で あ る

と書か れて い る。き らび や か な燦燦 と当た っ て い

る 日の 光が色彩美を 生 じる。 こ こ で は 、 日光東照

宮 と暈繝彩色で 考え て み た い
。 まず 日光東照宮 は

栃木県 西部 に 位置 し
、 世界文化 遺産 に も登録 され

て い る 。 そ の 装飾性 ゆえに
一

日中見て い て も飽 き

な い の で 、別名 「日暮 し の 門」 と言 われ る陽 明門

は、陽光 の 色彩観の 最た る もの で あろ う．徳川家

康 の威 光 を天 下 に知 ら しめ るた め に は 、並 み の 装

飾では 事足 りず 、金彩 を加 えて 過剰な上に もさら

に過剰 を 目指 したの が東照宮で あ っ た 。 日本 を訪

れ る外国人 の 大部分 が装飾過剰 なる 日光の 建 築に

驚嘆する と言われ る。 しか し
一

方で 「芸術た る こ

とを欲 しなが ら、つ い に芸術に 為 り得 な い よ うな
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芸 術」を い か もの
、 キ ッ チ ュ とい う

4 ）
。 そ の キ ッ チ

ュ に つ きま とわれた の が東照宮 で もあ っ た。東照

宮の 建 築彩色に は 、キ ッ チ ュ と謗 られ る部分 が あ

る か も しれ ない 、1 しか し多彩 な鮮 やか さは 、暈繝

彩色 とと もに 日本的配 色美 を形成 す る
一

要 素 で あ

る。

　暈繝彩色は 、奈 良時代 に最も栄え、復元 され た

薬師寺金 堂 の 天井 に 、当時を思 わせ る鮮やか な彩

色 を見 る こ とが で き る 。 同系統の 色 を淡色か ら濃

色 へ と徐々 に 重ね る こ とに よ っ て グラデー
シ ョ ン

を作 り、暈 さず して 暈 した よ うに見せ る彩 色技法

で あ る 。 主 に青系 と赤系 、 緑系 と紫系 を組み 合わ

せ るこ とに よ っ て 、 鮮明な色彩効 果を生 み 出す 。

一
般的に は、同系色の グラデーシ コ ン 2〜4 色を対

比的 に組 み合わせ 、1 つ の植 物や紋様 を構成 して い

る u 暈繝彩色 の 装飾効果がや が て 陽光 の 色彩観を

誘導 した こ とは 、そ の 鮮や か な立 体性 を主 張す る

色彩効果 で確認す る こ とがで き る。明快で対比的

とい う原理 におい て は、日光以上 に明確で あ る。

4 ．月光的色彩観

　 陽光の 色彩観を 「明」とい う．．・・字 で表す と、「幽 」

で表 され る の が A 光的色彩観で あ る 。 月光 の 色 彩

観 とは、月 の 光の 下で 物 を見 る よ うな 色彩美で あ

り、「姥び」、「さび」、「幽玄1 などの 日本的な美 の

系譜 と相通 じ る もの で ある。そ の 代衷的 な例 とし

て 、桂離宮と水墨画 を考えた い 。桂離宮が 古 くか

ら 月 の 名所 と し て 、月 見 台や月 波楼 など観 月 の た

め の 施設 を備 えて い る こ と 、 ま た欄間や襖 の 引き

手 に 月 の 意匠 を多用す るな ど 、 月 と の 関係 が深 い

こ とは よ く知 られて い る。 贅の な い 構造材 が 、た

だちに化粧材 となる 日本建 築は、もっ とも知的 に

して 高度 の 装飾で 、 桂離宮 の 他 、 伊勢神 宮な ど白

木 の 神殿 に も 、 そ の 例 を見 る こ とが で き る 。 しか

し、それ ら は単純さの 中に 複雑 さを隠 し 、 素朴 さ

の 中に洗練 され た人 工 美 を秘めた もの で あ っ た 。

庭 園に おける樹木 、 水 、 石 、 建物な どは月 下にお

い て も変 りない位 相 を保 ち、季節 の 移 り変わ りに

よ っ て 基本的影響を受けない 。陽光の 色彩観 の 明

快 で 対 比的 なるに対 し、おぼろに して堅 固に安定

して い る。

　水墨 画は 中国 か ら鎌倉時代に わ が 国に渡来 し、

室町時代 、 雪舟 に よ っ て 日本的水墨画 の 完成 を見

た 。 禅 宗な い し茶道 の 枯淡趣 味 、 な らび に そ の 精

神 主義 と強 く結 び っ い て 展 開された。無彩色の 墨

で あ る点 と 、 に じみ に よ っ てそ の 輪郭線 が不 定の

た め 、 欧米 的観点か ら の 色彩調 和論が成立する か

否か 議 論の 分 か れる とこ ろで あ るが 、月光 の 色彩

観が も っ 特徴 は、如何 なく特性 を発揮 し て い る。

5 ．ま とめ

　 2 つ の 色彩観 を比較す る と、い ろ い ろ な軸が 見

え て くる。武家文化 と公 家文 化、「飾る」文化 と 「飾

らない 」 文化、縄文的文化 と弥生 的文 化等 々 で あ

る。こ れ らを対 にす る と表 1 の よ うに なる。こ と

ばに よ る こ れ ら系 譜 を色彩 に置 き換 える と、陽光

的色彩、月 光的色彩 の 特性 が見 えて くる。 これ ら

が 日本的な配色 として ど の よ うに受け止 め られ て

い る の か 、分析す る こ とが今後の課題で あ る u
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表 1　こ とばに よる 日本的な美の 系譜

陽光的色彩観 月光的色彩観

武家文化 豪華絢爛 公 家文化 雅、高貴

縄文 的文化 動的 、 装飾性、怪 奇、 有機的 弥生 的文化 静的 、 機能性 、 優美 、 無機的

「飾 る」 文化 造 り物 、 華やか 「飾 らない 」文化 風流 、 穏や か
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